
最先端のシステムから大学や研究機関のインフラへ

理論性能

H7.12
H7.12
H7.02
H7.01
H7.01
H6.12
H6.03
H6.02
H6.02
H5.12

設置

64国立遺伝学研究所

67日本原子力研究所

128高ｴﾈﾙｷﾞｰ物理学研究所

24京都大学・大型計算機ｾﾝﾀｰ

67名古屋大学・大型計算機ｾﾝﾀｰ

64東京大学・物性研究所

理論
性能

設置機関

45理化学研究所

8通信総合研究所

48筑波大学・学術情報処理ｾﾝﾀｰ

11宇宙科学研究所

数値風洞(平成5年3月) 
280ギガFLOPS                  

(航空宇宙技術研究所に設置)

（ギガFLOPS）

CP-PACS(平成8年2月) 
614ギガFLOPS          
(筑波大学に設置)

地球シミュレータ(平成14年2月) 
41テラFLOPS                        

(地球シミュレータセンターに設置)

（ギガFLOPS）

（テラFLOPS）

次世代スーパーコン
ピュータシステム

大学や研究機
関へ展開

H11.03
H10.02
H9.12
H9.11
H9.03
H8.10
H8.10
H8.08
H8.02
H8.02

設置

10東京大学工学部

77東京大学・医科学研究所

77電子技術総合研究所

10横浜国立大学

38東京大学・大型計算機ｾﾝﾀｰ

10埼玉大学

理論
性能

設置機関

38筑波大学・計算物理学研究ｾﾝﾀｰ

38北海道大学・大型計算機ｾﾝﾀｰ

19日本原子力研究所

307東京大学・大型計算機ｾﾝﾀｰ

H16.03
H16.01
H16.01
H15.12
H15.01
H15.01
H14.12

H14.02
H14.02
H14.02

設置

2.0東北大学・情報ｼﾅｼﾞｰｾﾝﾀｰ

1.4核融合科学研究所

1.2宇宙航空研究開発機構・相模原

0.4理化学研究所

2.8気象研究所

0.1統計数理研究所

理論
性能

設置機関

0.3分子科学研究所

0.3情報通信研究機構

0.5国立環境研究所

0.5宇宙航空研究開発機構・角田

最先端スーパーコンピュータ
システム

大学や研究機関のインフラとしてのシステム

７平成３年 平成８年 平成１３年 平成１８年

最先端のスーパーコンピュータの開発成果が、コンピュータメーカーの製造技
術の革新を促し、大学や研究機関のシステムが更新され、日本のスーパーコン
ピュータを向上させてきた。

① FUJITSU VPP500

② HITACHI SR2201

③ NEC SX-6



①：FUJITSU　VPP500
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第2童超高速処理を実現するVPP500システム

　VFP500は．各FEにべクト’」7●・一吾野yチ、・を転
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ビー2檀能で3556FしOPSという儀無のスーバーンン

ヒ’晶一タの篭0陪を姐える悔磁を襟｛1墾し裳34．
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　VPP500システムは、汎用スーパーコンピュータと

して豊富な実績を驚るVPXシリーズ（210以上）、VP

2000Eシリーズと接続し、逓高速バックエンドシステ

ムとして利用する形態と、GSPを装備したシステム

があります。

●ペクトルワ・一費壷クやず
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●．Liw型RISCアーキテクチャの採用

　　PE及びCPのスカラユニットには、　UW（Lo㎎

　！慮md㎞Word）型IUSCアーキテクチャを採用して

　いま†。

　　このアーキテクチャを採用†ることにより、複数命

　令の同時夷行が可能となりま†．

　　また、メモりアク・セスL命令・、浮助4陰陰点濱算動令、

　及びベクトル命令の非同期察行を行ってお0、高速ス

　カラ性鮨を実現しています．
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　GSPはデータの入出力制御を行うとともに、小規膜ペクトルジ8ブの高迎演算など

に使用することができます。

GSP；G1幽l　S脚Pr㎜　CP＝C叩陰ol　ProcεG尋or　PE：Pr㏄劇㎎國e㎜ヒ

●クロスバーネットワーク

　　VPP50●では最；た222台のPEと2白のCPカ‘クロスノ唱一

　ネットワークによって接鋭され．プロセッサ間逓帽を

　同時に行います。

　　各P間まPE聞遁信用の送信ユニットと受信ユニ・ントを

　縛ち、スカラユニット及びベクトルユ呂ットとの非国

　期動作が可能で、P区が濱算申であってもデータを送信

　することがで妻ま†．

　　PE聞通信ユニットによる主記憶データの転送には．

　遮続／ストライド／リスト／部分配列の各主記憶アク

　セスモードがあり、また論理アドレスから物理アドレ

　スへの蛮換もPε聞通信ユニットで奥現しています．
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ソフトウェア

◇零惰的な並鰍分欣処埋ブリグラム

　・VPP制御ツログラムJ

　　鮫新UNIXであるUMXSy訊emVllり一．．ス4を

　ベースに、分散ノモリ型ρ高並列ベクトル計算機

　のための機能拡張！強化を行い．VPP500の1皮大性

　艇を効率良く引き出しています．

　　VPP制御プログラムは、VPP5GOシステムで1つ

　のUNIXヒして機能します，このため、巨大な並

　列穂落の案行を始めとし、従来のフ．ロク．ラムも答

　易に移行することがで．きます。

●強力な並列FO只TRAN支撮機能

　　並列化されたFORTRANプログラムと協調し，E「．人

　な並列処壌から小規縦な処麗まで．全てに煽合しなが

　ら高通即行を強力に支援しています．．

　　並列プログラムの実竹に必別なPEの動的な荊嶺，各

　PE上にある配列等のデータ掲楓他の慶数P田上に同時

　に複故プロ七スを作成する留日辱を提供し、並列化され

　たFORTRANプログラムの高運実行を実現しています。

◇高性自ヒFORTRANコンパイラ

　　VPXシリー．ズ、VPシll．一ズにおいて実証されて

　いるベクトル処理機能に加ズ（、多数のPEを刊用

　する大規摸な並列処：理を実現しました。ベクトル

　計算機向けにチューニングされたプロク’ラムを利

　用して．さらに飛躍的に性能を高めることが可能

　になります。

●LIW型RISC向‘ナ最適化磯能

　　FORTRAN77コンパイラは、従来の最逼1ヒ機能に加

　えて，LIW型RISCアーキテクチャの用田を最大限に引

　き出すための並列λケジューリング櫨能を備えていま

　†。駒引ベクトル化機能との相乗効果で、さらに高い

　実行刑罰…をコ護現しています’．

●高並列処理機能

　　FORTRAN77並列化コンパイラは、．1っのプログラ

　ムを多数のPEを隈面して高速実行させる、次のような

　山繭を伽えています。

しIKlX嬉UNIX　Sy㎜」ζ唄borator鵬lnc．カ・開弛し．ラィ噌ンスし風い享十h

・仮想グローバルメモリ

　物理的に分散しているメモリを、1個の大容量の共

用メモリとして使用で’きる仮想グローバルメモリ機能

を実現しています。仮想グローバルノモリの導入によ

って、従未のFORTRANプログラミングのスタイルを

変更することなく、容易に高速並列プログラムを開発

することができます。

仮想グローバルノモリ

　．讃麟撫蝦撫嚇　　鰭熱・譲聯勲
．顛；

ロ騨カル〆モIl

巨大配列

1
ローカルメモリ

畿

1
ローカルメモリ

スカラベクトル　　スカラベクDし　　スカラベ外ル
ユ‘ノト ユニ，ト　　 ユ「．！ト　ユ．乙．，ト　　 コニノト　．■ユノト

哩 B喧 Pじ

・並列処自用コンパイラ・ディレクティブ

　複数PE上で並列実行可能なプログラムを作成する場

合、並列処理用コンパイラ・ディレクティブを使用で

　きます。

　　プログラムに少数のコンパイラ・ディレクティプを

挿入して、並列実行を試行する段階から、システムの

最大性能を引き出す段階まで、運続的に性能向上を図

　ることが可能です。

・並列RTS（ランタイムシステム｝

　並列RTSは、ハードウェア、OSの機能を十分に活用

　し．FORTRANプログラムの並列実行を管理します．

並列入出力，PE聞のデータ転送のスケジューリング、

PE問の同期処理などを、最少のオーバーヘッドで実現

　してい旗す．さ．ちに、デバッグ／チ濡一呈ングのため

に、トレース情報の収峯機能、PEの計算効寧測定機能、

　ネットワークの効率測定機能を備えていま†。

テクノロジー

　VPP500はPEの高速化のためにガリウムひ素LSI及

び高集積のBiCMOs　Lslを採用．最大222台のPEを

収納するため、コンパクトなPE及び高収納筐体を実

現しています。

●ガリウムひ素LSI

　　スカラユニ．汁及びベクトル

　ユニットの濱算齢と命令制御回

　路の諭理素子に、1チップ25，000

　ゲート、遅延時間60ピコ秒の憩

　高還高集積度かりウムひ素LSiを

　採用しています．

●BiCMOS　LS夏

　　メモリ制御回難の諭理業子に

　1チ・ンプ72，000ゲー　ト、　遅延時

　聞200ピコ秒の高集積，小電力の

　BiCMOS　LSIを探画しています。

　　また、ベクトルレジスタには、

　72Kピット、アクセスタイム7十

　ノ秒のRAMと24，000ゲートの諭

　理ゲートを持つRAM付BiCMOS

　LSIを採用しています。
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●コンパクトなPE

　　ベクトルユニット、スカラユ

　ニット、PE聞通偲ユニットを1

　ボードに収容しています．圭記

　憶及び電源ユニットも含めて一

　体化しているため、保守性．増

　設性にも優れていま†。

ガリウムひ蒙LSIチ7プ‘ロジノク） ガリウムひ紫LS星パソケージ
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紐PEを搭職した高収納筐体

BiCMOS　LSIパァケージ
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鞘高達魯理濫S1を搭載したMLA
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